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前回の解説の中で Aphodits (Phalacronothus) avun-
clus BALTHAsAR としたものはやはり新種であったの
で, 0nthophagus 1 種およびRhyssetnus 1 種ととも
に,  巻末にて新種記般を行なうこととした。

l - 2 Or //emus マルマグソコガネ属

前属によく似るが, 上翅の縦条は接状に高まり, 両側

のものは基部に達し, 間室は平圧され, そこに横長のや

や大きい点刻を装う点で区別できる。 これまで約20種が
知られており, 近年,  日本および台湾から新たな種が得
られている。 この属はおもに食装性であるが, 森林や山
地に生息している小型種のため, われわれにとってあま

りなじみがない。

三輪・ 中条 (1939) は台湾から 0. cameratus A. SCH-
MIDT を記録しているが, 分布は疑わしい。台北の農業

試験所に Kotosho のラベルの付いた本属の個体がある
が, 一速の混入標本とみられる。

著者が1972 年, 社にて本属の1 種を採集し,  野村

( l973)によって新種とされたものが, 現在, n性一の台湾
産 0.ryomusであるo

0. masumotoi NOMURA ムシャマルマグソコガネ*
(写真1 )

体長約3 mm 。 ll,_,赤褐色
で光沢は弱い。上翅は9 条

薄。小肩歯を具え, 上翅間

室には2 列の組大点刻を具

える。

直射日光をさけた人・ 牛

葉より得られている。

採集記録 : 霧社 ( 5 ,  7
月 ), 松崗 ( 8月)

1 写真1 0 ryo″Mls mas,_ole
N OMURA

2. Eupar iini
次の3 属が得られているが,  いずれも朽木等を食する

一碎である。

台湾産 Eupar i iniの検索
1 (2)  前1 ｳ節の先端は直角に切断状で,  歯状実起をl  個具え
る。外緑は多くの小歯がみられ, その内の1 ~ 2 は大きい。

Dia ly tes HAROLD
2 (1)  前11t節の先端は斜めで, 歯状実起を具えない。
3 (4)  体は性く膨隆し , 頭 背はほほ'同幅。上 基部はふちど
られない。 中胸板は後確ﾂ板と同平面か,  少し圧せられる。  付
節は短かいo ‘S'aprosttes REDTB.

4 (3)  体はより強く膨隆し, 頭は前1的より幅狭く, 上 基部は
しばしばふちどられ, 中胸板は常に後胸板より深く位置する。
付節は長め。 A tae ,u'us H AROLD

2- l  Dialg tes フ トツツマグソコガネ属

全世界で10種ほどしか知られていない小属である。 台

湾からは, 南西諸島に分布するものと共通極が得られて

いるo

D. foveatus A. SCHMIDT フ ト ッ ッマグソコガネ
(写真 2 )

採集記録: 南山漢 (3, 6, 8月), 六 ( 7月)

なお, 中根(1960)によれば, 台湾産のDialytesは,
北ベトナムの D. canescens BALTHAsAR に近いとして

いるが,  台湾で得られている個体はむしろ D foveatus
と考える。

2-2 Saprosites ツツマグソコガネ属

本属はョー ロツパおよび中近東を除く全世界より90極
あまりが知られ, 多くは島嶼に生息するという。台湾よ
り三輸・ 中条(1939)が l 種, 野村(1973)は 3 種を記録し

ている。 いずれも特長の少ない種類であり, 区別がむず

かしい。

S. ya,toi NoMURA ヤノツツマグソコガネ*
野村が1939年に台湾より記i成したものである。 その

後, 南山漢(10月)からも記録している。 次種に近いもの

らしい。
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写真2 Dialytes fo・t,eattis A. SCHMIDT
写真 3 Sat) ''osi tes jape't1'c・us WATERHOUSE

S. jaf)onicus WATERHOUSE
クロツツマグソコ ガネ (写真3 )

日本各地のみならず, 中国, 北ベトナムまで分布して

いる種で, 台湾からも本島の他, 面 から採集されてい

るo
台湾中部の個体は前胸背の点刻が整っていて, 大きい

点刻の間に散布されている小点刻はきわめて徴小で, 数

も少ないのに対し, 蘭 の個体は, 組造で, 小さい方の

点刻がかなり明.らかである。 灯,4(\に飛来する。
採集記録: 台湾本島各地(7 ~10月, 12月), 蘭 (6 ,

10月)

S. 1onget1torar PAULIANナガムネッッマグソコガネ*
フィリピンのルソンから記破したものであるが, 野村

(1973)が蘭 から記録している。 2 ~2.5 mmの小型種。
採集記録: 蘭 (6 ~ 7 月)

2-3 Ataen ius =セツツマグソコガネ属
Aphodius属に次く一大きな属で, 世界に約250種が知
られている。 多くは前属同様に島 に分布している。 台
湾からは次の1 種が知られている。

A fuMenst's BALTHASAR
フッケンニセツツマグソコガネ

体長4.5~ 5 mm。 In:色でかなり光沢のある種である。
南中国,  シンガポール, カンボジア, スマトラなどから知

られているが, 野村(1973) が台湾より新たに記録した。

採集記録: 緑島 ( 7 月)

3. Psammobiin i

12属200種が知られている。台湾からは次の4 属の他,
三輸・ 中条(1939)による Rhyssemodes属の記録 (R
tnsclt us) があるが,  インド,  セイロン等に分l(flするも

ので, あやしい記録と考える。

台湾産Psammobi iniの検索
1 (6)  中後付節は1隆節の長さに近く, ほっそりとしている。細
い後1 ｳ節端刺はたいていは短かく,  第1  付節とほぽ同長。

2 (5)  上観間室は'第ti粒等を装う。
3 (4)  上理は背面に刺毛を具える。 'i'r,chiorhysse,nus CL.
4 (3)  上通は背面に刺毛を1、.えない。  Rhysse ,us MuLs.
5 (2)  上 の間室は点刻されるのみ ( 前 背は通常, 縦滿 と両
側にくぽみを有する)o P lo t‘ -ophor us MuLs.

6 (1)  中・ 後付節は腿節より明らかに短かく, 三角形に広が
る。後1経節の上端利は, 第1 および第2 付節の長さぐらい
か, さらに長い (前胸背側・ 後緑に刺毛を列生,  縦溝と横隆
起および横満を具える。 後lfX節の端剌は強壮でしばしば広が
る )。 Psammo ,'us H EER

3-1  Pteurophorus タテスジケシマグソコガネ属
15種あまりが知られている小属であり, 野村(1973)が
次の1 種を台湾より記録している。

P tonkinensis BA LTHASAR

トンキンタテスジケシマグソコガネ*
体長 2 ~ 2. 8 mm 。 ll褐色で光沢がある種で, 墾丁(6,

8 月) で採集されている。

3-2  T r ichiorh1,ssemus ヒメケシマグソコガネ属

世界で約20種記録されている。 台湾からは三輸・ 中条

(1938) が1 種, 野村 (1973) が2 種を記録している。ま

た, 業試験所にはこれらと別な種の標本がある。
T tasionotus CLOUET

チュウゴクヒメケシマグソコガネ*(写真4 )
体長約3 mm。黒褐色。前胸背は顆粒を装い, 上翅の

剌毛は1 列である。 野村(1973)は内湾から本種を記録し
たが, 墾丁にも分布している。 BALTHAsARによると北
中国と日本(東京付近! ?)  から知られているという。 な

お, 墾丁産の個体は,  T. lasionotusの記載に大むね合
致しているが, 上翅は赤褐色でなくむしろ Ill褐色で, 属

歯もそれほど強壮でない点など, いくつか気になる点が

4
写真 4 「 r ,'c i'or11ysseM s as,o , _ as CLOU置T
写真 5 Rhysse, I t‘s na lastacus LANsBERGE
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採集記録: 内湾(7 月), 墾丁(5 月)

台湾産食装コガネムシ解説(5 )

T hausert BA LTHASAR

ランュウヒメケシマグソコ力'ネ*
ポルネオより記械された種であるが, 野村によって台

湾からも記録された。体長3.5mm。  ほっそりとして,
11色, 光沢少なく , 上 間室は強く膨隆する種である。

刺毛は1 列である。
採集記録: 蘭 ( 4 月 )

XT hi rsutus CLoUiiT スンダヒメケシマグソコガネ*
スンダ列島およびインドから知られている種である。

試験場には台南のラベルの個体があるが, 例の混入種と

思われる。

なお,  この他 T aspertilt‘s (WATERHOUSE)の標本
が試験場にあるが, 採集地は不明である。

3-3  Rhl,ssemus コケシマグソコガネ属

世界からおよそ90極が知られているが, 台湾からは野

村(1973)の2 種と, 後に著者による1 新極の3 極が知ら
れている。

R malas iacus LANsBERGE

マレー シアコケシマグソコガネ* (写真 5 )
南アジアに広く分布する種で, 体長2. 8~3.5mm。上
翅は長卵形, 黑~黒掲色でかなり光沢がある。
採集記録: 墾丁( 5 , 8 月), 緑島( 7 月)

R tonkineus BALTHAsAR

トンキンコケシマグソコガネ*
体長 3 mm。 長形で両側はほぼ平行、黒褐色で光沢が
ある。前種に似るが, 中後腿節は細く , また, 前胸背の

条港は強く深く点刻される。北ベトナムから記ﾊ交された

ものである。

採集記録: 度里魚潭 (8 月)
なお, 本種と同定した個体は, 後述新種と同一の可能

性がある。

3-4  P8amnnbius ケシマグソコガネ属

50種あまりが知られているが, 台湾からは三輸・ 中条

(1939)が1 種を記録し, 野村(1973)が2 種の新種を追加

した。

野村による台湾産 Psammobiusの検索は次の通り。
1 (4)  前胸背には横の4 構5 隆起を具え, 両側と基部外緑は刺
毛を装う。

2 (3)  体は幅広い卵形で強く膨隆し, 光沢を有する。暗赤褐
色。 上 の第10間室は膨隆し, 短かい。 小型(2.6 mm)。

oa a as1l il NOM.
3(2)  長卵形, かるくall隆し, 光沢は弱い。黒社i色。第10間室
は平らで, 短かめられない。 大型 (3.6mm)。

s bopacus NOM.

4(1)  前?119背は明らかな横の陸起や満を有さないで, 前緑に沿
って圧せられた線と, 両側中央後方にやや斜めのくぽみと基
部に短かい を装う。 上 の第10間室は短かめられず先端
1/4 まで速す。 i td ic s H AROLD

P obayas�t't'  NoMUR コンテイケシマグソコ ガネ*

P generosus (REITTER) に似るが, 暗色で, 頭楯は

角ばり磨A入し,  前胸背の外縁剌毛は細くなく視体状で後
付節は長いという。

採集記録: 整丁(4 月)

P. subopacus NoMURA
リ ュウ トウケシマグソコ ガネ*

本種は P. fact,ipennts COSTAに似るが, 前胸背の外

縁刺毛は概棒状で, 上翅条構の点刻が粗いという。

採集記録 :緑島( 7 月)

P. indt'cus HAROLD インドケシマグソコガネ

熱帯地方に広く分布する種である。 なお, 業試験所

に本種と同定された標本があるが, 産地は不明である。

:l采集記録: 理丁( 4 月 )

4. Rhypar ini
本族からは5 属約50種が知られているという。 台湾か

らはその内の Rhy j)arus 1属が知られている。 朽木性
と思われる。

4- 1 Rhl;parus力クマグソコガネ属
これまで約30種が知られている。 台湾からは三輸・ 中

条(1939)により3 種記録され, 野村(1973)はそのうちの
2 種を記録している。

この属の極はよく似ており, また, 個体変異も著し

い。 島嶼性の民虫であるため分化も進んでいることも考

えられるが, むしろ多くの極に分けられているものが実

は数系統に整理されると思われる。 灯火に飛来する。

写真 6 /1ypar lls enl',1st‘! a r i's A RROW
写真 7 R helephorotdes FAIRMAIRE
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. porn'ns art's ARROW

べナンセスジカクマグソコガネ(写真6 )
体長6 ~ 7 mLm の大型極である。 マレーシアおよび台

湾で得られている。

採集記録: 重醒魚'nm  (10月 ),  南山漢 ( 5 ~9  月 ),  梅峰
( 5 , 8月 ), 起湖(5, 8月), 墾丁(8月), 知本(8月)

R hele j)horoides FAIRMAIRE
ヒメセスジカクマグソコガネ(写真7 )

体長3.5~ 4 mmの小型極。ジャワ,  ポルネォの他,
南西諸島, 台湾より採集されている。
採集記録: 南山漢 (5 ~ 9 月), 霧社 (5 , 8 月), 起

湖(5, 8 月), 墾丁(8 月), l蘭ll與(6 ~ 8 月)

これらの他, 三輪・ 中条(1939)は中型(5 ~6.5 mm)
で中腿節下辺に歯状突起を具えない, R . philif)f)inc',sis
ARROWを記録しているが, まだ該当標本を検し得てい

I[ Description of new species

ない。

後記

以上でこれまで知られている台湾産食葉コガネムシ
についての再検討が終わったことになる。  なお,  今後

Aegialiinae (セマグソコガネ亜科) や,  すでに解説した
グループ*) の新種や新記録種も調査が進むにつれ出てく

ることも大いに期待できる。

ご指導, ご協力を長易わった諾氏に再度, 深く謝意を表

したい。

1977年8 月15 日

1.  Onthophagus (0nthophagieuus) tail,aruensis sp nov. (Fig 8)
(Japanese name: Taiyaru-enma-Kogane)

Blac k t o pjceous, with femora, tibiae, antennal stalks and palpi m o r e o r l ess reddish, tarsi

paler, short haj rs o n pronotum and o n elytra pale yellow. Sur face of body r at her strongly shi n-

m g.

Broadly oval, deeply waisted, moderately c o n v e x. Head a l itt le broader  than Ion9, mode-

rately convergent forwards from rounded genae, with outer margin slightly reaexed and margined,
t runcate jn front, surface almost flattened, slightly c o n v e x in middle. Clypeus closely and C O a 「一

selypunctured, transversely wrinkled in front, genae and vertex rather closely punctured, Punctu「eS
separated by distance equal to thei r own diameter, f rons m o r e

closely punctured. Frontal and genal sutures slightly elevated,
the latter scarcely reaching shor t obsolete bisi nuate elevat ion

between frons and ve r te x .

pronotum wel l -convex above, rather  closely punctured e x -

cept near hind angles, punctures separated by o n e t o three dia-

meters, each bearing short hair. Front angles acutely produced
and hind ones scarcely angulate, lateral margins strongly r o u n -

ded and feebly si nuate be fore base, rather strongly rounded and
slightly angular at middle.

Elytra shallowly crenate-striate, strial intervals nearly flat

and coriaceous, with t w o o r three r o w s of  setigerous minute

punctures.
pygidium medially convex, coarsely but shallowly and ra ther

closely punctured and pubescent. Metasternum wi th setigerous
punctures, sparse and mi nute in middle, and a litt le c loser and
somewhat  ocel lated at s ides. Each abdominal  sternite almost

*) 後述の新種の他, Onthof)hagtls trititlctus BOUC0-
M o NT および 0. ,1eofurcatus GOIDANICHに似た種が
採集されている。 これらについては, 追ってあらためて

詳しく発表する。
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台湾産食装コガネムシ解説(5 )

ン

1

smooth, with r o w of pubescent punctures at base.
P r ot ib iae rather strongly prolonged and incurved inapica1 port ion, with apical three of outer

teeth strong and acute, basal one very small and indistinct, terminal spur  bold and bent  down-
war ds. Basal joint of metatarsi about four times length of the next, as long as total of following
four joints, and a little longer than terminal spur. Inner tip of metatibiae produced into shor t
but acute pr ocess.

Length: 6 m m.

Holotype: , Wushe, Nantou Hsien, Formosa, 10. VIll i975, K. MASUMOT0 1eg. paratypes:
1 , ditto, 11. VIll i977, K. MAsUMoTo leg; 1 , Sungkang, 23. Ⅷ.1973, Y. KIYOYAMA leg.

0. tatyar i,e71s!s may be separated from the re lated species 0. c r ass lco is BOUCOMONT i n

havjng the notjceable sutural elevations between the clypeus, the genae and the frons of each
other, the almost flat elytra1 intervals, and the ist joint of metatarsi as long as  four  followin9
combined, and lacking metal l ic luster on the upper surface.

2. Aphodius (Phalacronothus) pseudoauuncutus sp nov. (Fig 9)
(Japanese name: Kontei-mame-maguso-kogane)

Brown, wj th anterjor margjn of head, sides of pronotum, legs, and under surface yellowish
brown, djsc and a pair of obscu re patchs at sides of pronotum darker. Head and pronotum
rather strongly shining and elytra weakly. Shor t setae o n elytra yellowish・

Oblong and subpara1le1, moderately c o n v e x . Head  slightly
一 n 、, 。 v r, n l w 、r、,、t r f- h‘:, r f・I r、 l v n d v n l v nu n(、tu red t hr oughout、
し 一 l ・ ・ ^ , 一 l ・

・ .y l - l 1 _ - ・ 一 l - ・ _ 一 一 ・ . l - 一 ー 一 ' - - - ・ 「 ー - - - - - - - -  -      0

punctures separated by o ne o r t w o diameters, except t rans verse

jmpunctate a r e a a t base, with clypeus rather broadly and feebly
emargjnate a t anter ior margin,  slightly c o n v e x in middle before
disti nct fr ontal sut ure, feebly depressed be lo w in front, genae

arcuate and a lit tle m o r e strongly produced than eyes.
p r onotum parallel at basal two-thirds, gradually narrowed for-

wards a nd feebly si nuate before base, front angles subrectangular,
hind ones obtuse, base broadly rounded 、v i th fine marginal groove,
g r o ov y punctures very m inute and tied i n r o w , s o sma ll a s t o be

indecipherable until magnified at least 30 times, disc with fine punc-
t u r e s separated by o n e o r t w o diameters and large ones sparsely
scattered between them. Scutel lum smooth and nearly flat, sub-

9
Parallel at basal tWo- fthS・ Flg. g A /1o d1・1‘s (p,1a a c r o ,1 0 _

Elytra with ver y small humeral teeth, finely striate, strial pun- thus) pse doa,,u ncul us

ctures fjne but feebly notching intervals, which slightly convex with SP n o v (h°1otyPe)

setigerous minute punctures in t w o or three rows, setae shorter and indistinct in middle.
Mesosternum coarsely and closely, metasternum ver y sparsely and finely punctured, the latter

shjnjng jn middle, subopaque at sides, abdomen less shining, rather c1osely puncturedwithminute
yellowish setae.

Basal joint of metatarsi a little shorter than the three following combined and somewhat

longer than upper terminal spur of metatibiae, both spurs not same length.
Length: c a . 3. 5 mm.
Holotype: , Kenting Park, Pingtung Hsien, Formosa, 31. Vii i972, K. MASUMOT0 leg.
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This new species is somewhat related to A. (Phalacronothus) avutlculus  BALTHAsAR from
South India, but may be distinguished from the lat ter by following points: 1) The groovy punc-
t u r es o n t he pronotum a r e s o m inute that we c a n scarcely not ice them at low magnification.
2) The elytra are armed with small humeral teeth. 3) The elytra a r e covered with shor t setae
not only at the sides and apical port ion. 4) The elytra1 striae do not become deeper poster ior ly.

3.   Rhl;ssemus nan,shanchicus sp nov. (Fig. 10)
(Japanese n a m e : Nanzankei-kokeshi-maguso-kogane)

Piceous, with outer margin of clypeus, anterior part of pronotum, legs dark reddish brown,
antennae, palpi and tarsi yellowish brown. Upper sur face feebly shining

Elongate, subparalle1, strongly c o n v e x . Head broader than
long, subhexagona1,  strongly c o n v e x forward and densely tubercu-

late i n middle, almost vertically sloped and obsoletely tuberc ulate in

front, clypeus with subangulate each side of moderately deep median
emargination, s ides arcuate, genae inconspicuous and rounded,
f rons w i th rather large hump in middle, vertex、vith two obli(tue-
convergent obsolete protuberances.

Pronotum 1 3 t imes as w ide a s long, approximately half a s

long as  elytra,  with sides slightly arcuate at anterior half, feebly
sinuate before shallowly emarginate hind angles, entire side margin
obtusely crenate, fringed with pale yellow setae, basal o n e usually
ver y short opposite 3 rd elytra1, interval then increasingly and noti-
ceablv 1ong opposite scutel lum,  form ing crescent-shaped f ri nge,

0

.

- - - -

.      .

-

.

- - Fi g. 10 /1ysse,nl e ,1a,ls/1a,1-
d1sca1 sur face with six transverse, sur face-flattened ridges, 1st along ch,・一s .p n o、, .

anter ior margin wide but  obsolete, and composed of coalescent (holotype)

tubercles, 2nd t o 5th much more conspicuous,  with sur face smooth and very finely punctate,
6th less distinct wit h coarse and coalescent tubercles,  median longitudinal  furrow interrupting
4th to 6th and frequently also 2nd and 3rd ridges, 4th usually bent bac k along median f ur row

to join 6th and thus  enclosing 5th between them, transverse f ur row bet ween ridges som ewha t

coarsely and rugosely punctate,  furrow between 3rd and 4th ridges noticeably wider,  laterally
posterjor to explanate area around anter ior angles with coarsely tuberculate median  swellings,
front angles moderately produced and their tips narrowly rounded, front margin slightly arcuate,
h i nd o n e broadly rounded with marginal groove. Scute llu m small, triangular, parallel at basal
half, coriaceous, slightly depressed.

Elytra convex, humeri dentate, str iae deep and fine, strial punctures almost unnoticed, sutural
interval slightly convex, 3rd and 5th also a little convex in posterior part, 2nd to 9th w i th inner-

small, outer-large tubercles in rows, 10th with dentate r idge.
P r os ter num and m es os te r n u m closely punctate and finely setigerous, m et as te r n u m rugosely

punctate at sides, shiny and finely punctate in r es t , abdomi na l s ter n i tes w i th c r e n at e anter ior

margin, and 2nd t o 4th sternites with c oa r se se r r a t e o r zigzaged t r a ns ve r se median line.
First tarsal segment of hind legs a l ittle longer than spur, slightly shor ter than three follow -

ings combined.
Length: 3. 5 mm.
Holotype: , Nanshanchi, Nantou Hsien, Formosa, 9. .1975,  K. MASUMOT0 1eg.  allotype:
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m
c

, ditto, 22. V.1973,  paratypes: 1 ex., ditto, 9. Vill i975; 1 ex., ditto., 22. V.1973

T he present species is related to R. sulcatus (0LIVIER), but anterior three pronota1 car inae
a r e not  usually interrupted by the longitudinal furrow and the 2nd to the 9th elytral intervals
bear two r o w s of t ubercles.

All ho11otypes may be deposited in the National Musium of Japan (Tokyo) or other apposite
Musium, and paratype a r e in authers' col lections

n Summary
Sjnce lg71, the author has carr ied out m o r e than te n research projects on the fauna of

Formosa an d jn particular thecoprophagid-beetles in various districts there. A summary of the
contents of t his ser ial description*) is as follows:
1) A descr iption of t hree n e w species and records of hitherto unreported species from Formosa.

2) A n appraisal of present available descriptions of Formosan coprophagid-beetles as records in
the past have sometimes mistakenly dealt wit h foreign ones as F or mosan.

3) For easy identi fication, a systematic classi fication together with a description of t heir chara-
cter istics, environment, food habit and other new findings.
In wr jtjng thjs ser ial, the author received k ind assistance f rom many entomologists and pr i-

va t e persons and I would like to especially express my graditude to Mr. Sizumu NOMURA, Dr.
Takehjko NAKANE, Messrs. Yoshikazu MIYAKE, Masaaki ISHIDA, Kaoru SAKAI, Hajime YOK0-
YAMA, Koyo AKIYAMA, Shigeo TsUYUKI, Singe NAKAMURA, Hiroyuki SAKAIN0,  CHU Yaoyi,
CHIU Juichen, CHEN Weishou,  LIN  Maocheng,  TU Chin1ong,  TU Chinming,  HUANG  Gang,
CHEN Wen1ong, and HE Mengchi, and also Mesdms. CHIU Ruichen, Mayumi IMAEDA, CHANG
Hsiuhsiang, and Evelyn ANDERSON.

自従1971年以来著者曾経在台湾各地做了十数次有関甲虫類尤ji・是 虫類的分 及生態的研究調査。

這 報告書的内容略述如下。

1.   記破在台湾発現了世界上新的三種類及記録在台湾被首次発現的数種類。
2.   以前在台湾以外樓急的 虫常被誤認為是台湾産, 因此者者在這裡正確地検1j及弁証有関台湾装虫記録。
3.   為了使大家能 簡単地判断装 種名, 本報告記,l �䡵⿦⹸அ⣔⤫ศ㢮,  身体特徴,  生活環境,  食性等。
在完成這f分論文的階段中普得到很多有関人士的・助,  :It・中特別是 沂教授, 邱瑞珍主任, 陳系修 -f老師, 及, 林茂

成, 杜欽電, 杜欽明, 黄鋼, 陳文電, 何孟基等各位先生, 並, 張秀香女士, 梁燕娟小姐等々 的部忙, 使這論文順利完
章, -1送者特借此機会, 向各位表示萬二分謝意。

IV 台湾産食葉コ ガネムシに関する主な文献(新種記載とカタログ)
1921 GILLET, J.J.E., Ann. Soc. Sc. Brux., 41 (CoPrtsの記破)
1924 GILLET, J.J.E., Ann. Soc. Sc. Brux., 44 (0nthoPhagusの新種記破)
1927 GILLET, J.J.E., Bull. Ann. Soc. Ent. Beige 67 ( 0nthoPhagusの新種記1成)
1930 三輪 (MIwA, Y ), Ins. Mats., 4 (0nthophagus, Aphodiusの新種記1做)
1931 三輪 (MIwA, Y ), A Syst. Cata1. Form. Col. (中虫のカタログ)
1938 松村 (MATsUMURA, M ), Ins. Mats., 12 (カタログと 0nthophagus, Matashaの新種記破)

*) “A Revision of the Coprophagid-beetles from Formosa” was included in No. 1-No 3 pub
ljshed in 1976, and No 4-No 5 in 1977 in this journal.
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1939 三輪 ' 中条 (MIWA & CHUJ0), Catal. Coleopt. Jap. (Scarabaedaeのガタログ)
1939 野村 (NOMURA, S), Nippon no Kochu, 3 (Saprositesの新種記?1?)
1941 BALTHASAR, V., Arb morph taxon Ent., 8 (0nthof)hagusの新種記 )
1942 PAULIAN, R., Bul l. Soc. Ent. Fr., 58 (Caccobz'fisの新種記破)
1943 JANSSENS, A., Bull. Mus. R. Hist. Nat. Belg., 19 (Gymnopleurttsの新 記 )
1951 野村 ' 中根 (NOMURA & NAKANE), Kontyu, 19 (Aphodz'usの新種記破)
1961 PETEROVITZ, R., Ent. Arb. Mus. Frey. 12 (Aphodiusの新種記 )
1965 HOWDEN, Pacific Ins., 7 (Geot rupes新種記l械)
1968 黒沢 (KUROSAWA, Y ), Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo, 11 (0chodaeusの新種記繊)
1973 野村 (NOMuRA, S), Ent. Rev. Jap., 25 (Tro , Bolbocerosoma, Phaeochroops, panelus,

OnthoPhagus, 0?:yo'nus, Psammobiusの新種記,一成と分布の再確認された食 コガネムシのリ

スト)
*) この他に加藤(KATo, M) 1933 の原色昆虫図鑑(上)が,  台湾の装虫をかなり図示している。

T T Sの甲虫関係国内図書
“ FR AGM EN T A CO L EO P T ER O LO GIC A ”

No.1-21 (1961-8) - B5, 86pp. set   、f2.100 (〒320).
@ Y 100 (〒120).

“FRAGM ENTA COL EOPTEROLOGICA
J APONI CA” No.1-4. (1964-5) - B5, 16pp.
日本甲虫小説 set   ￥ 400 (〒120).

@ ￥ 100 (〒120).
両議:共中根先生補集発行の甲虫専門誌で, 今ならコンプリ
トに描1います.

Hayashi, M. A Monographic Study of the Lepturine
Genus Pidonia, 、、, i th Specieal Refe rence to the

Ecologi cal Di st r i bu tion and Phylogeneti cal Relation.
Part 1-4.  (1968-72). - A5. 211pp. 29pl s. 9text f igs.
'' 、ナカミキリ属のモノグラフ111  l41”

(注文 :J - ト Re-009)  ￥2,500 (〒360).
il a、ashi , M. 5 pape rs o n Cer amb、cidae o f S . E . A sia.

(1966-74) .  - A5, 132pp.  8pls .
“林先生東南アジアの力ミキリ別刷集”

(Re-010) 1,500 (〒360).
Nomura, S. 4 pape r s on S ca r abaeidae (On the Genus
Se r ica f rom Japan -197j On the Sericini of Japan 1  &
2 - 1973 & 1976; On the Se r ic i ni of Tai wan -1974-)
B5l 132pp.   18pls.  14 text f igs.
“ビロウドコガ系族に関する別刷集”

(Re-006) '2,500 (〒360).

ご注文はハガキに著名・ 印の1-. お中し越し ト [さい.  代金
は図 l'到者後5 」] 以内に (18 才以 ドは保n護 者と通名で. )

お近くの方は小社 (小田, i経堂駅前) へ '
i i !k関係図書常時500タイトル以上在l章
水E径定休・ 平u 10~ 19時・ H cfit祭 Il l3時~ 17時
J C B力一 ド加盟店 在 ﾇ iリスト (〒 100

Kurosa、va, Y. , T. Nakane & M. S at o Check- L is t o f

Coleoptera of Japan. Ser.1. -1976-
No. 1 L ucani dae; No 2 Passal idae; No 3 C icindel idae;
No 4 N、drochidae; No 5 Georiddidae; No6 Psephenidae &
No 7 L imnichidae.

口本産甲虫目録 第1 集 (No.1 ~ 7 )  7 冊セット (CJ-sOl)
、f 800 (〒120).

甲!ll談語会橋集・ 発行の目録で, 各属の機式種, 各種の原記載
文献, 模式産地, 国内分布が記されています.  発行部数が少な
い出版物ですので発行の都度お求め下さい.

“NI PONI U S'' - Acta Coleopterologica, adi ta a

Dr.M. Chujo. vol. 1 (1959-1962).  =A5 ,   116pp.
No. 1 ￥ 70. No 2 '

140. No 3 200. No 4 ￥200.
No 5 、f 50. No 6 、l 520. No 7 、f 80. No8 ￥ 70.
No 9 、r 50. No lO 、r 80. No i l 、r 50. No.12 Y 50.
No.13 、「180. No.14 、r 120. No.15 、r 140. No.16 、t' 100.
No.17 Y 140. No.l8 、r 70. No lO 、「120. No20 、l- 70.
Index 、r 70.
vol. 2 ( l963-8). - A 5

, 75pp.
No. 1  ￥ 50. No 2 ￥200. No 3 120. No 4 ￥ 70.
No 5  ￥200. No6  ￥ 70. No 7 ￥100. No 8 ￥180.
No lO ' 70. No i l ￥240. No.12 80. No.l3 ￥ 70.
中条先生福集発行の甲虫専門誌です. F rag、v enta 同様毎号
重要論文が掲 されています.

松本むしの会 長野県の力ミキリムシ B5, 212pp. 2colou r

￥1,500 (〒400).
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